
平成 8 年 度病 害虫防除基準の主要変更点

( 農試環境 部)

1  背 景 とね らい             ―

病 害 虫防除 において、最近の栽培法の多様化 、病害虫の発生動向の変化 な どか ら、 これ らに対

応 した的確 な防除法 の開発 とその実用化 が望 まれている。防除基準の編成 にあた っては、本県の

病害虫発生様相 、防除効果 、及び安全性 の面か らも適用性 が高い と考 え られ る薬剤 を採用 してき

た。平成 8 年 度の防除基準 で新 しく採用 ・変更 した主な薬斉けの特性、使用 法につ いて解 説 して、     |

指導上 の参考 に供 す る。

2  技 術 の内容

平成 8 年 度病害虫防除基準 に新 たに採用 した主 な農薬 は、水稲 いもち病 の育苗箱施用 による防

除に採用!してきた従来剤 (ど一ムS粒剤)の製造中止にともなう代替剤、麦の雪腐病に対する種

子消毒による新 しい防除法である。その使用法 と使用上の留意点は以下の とお りである。

( 1 )ト リシクラゾール ・カルボスルフアン粒剤

対象病害虫 :水稲 い もち病 (葉いもち)。 (初期害虫)

一般名 iト リシクラゾール ・カルボスルフアン

剤 型 :粒剤 (トリンタラメール5 , 5 %、力,レホ
'ス

ル7ァン3 % )

商品名 :ビ ームガゼッ ト粒剤5 5

人畜毒性 1劇物 魚 毒性 :卜けンタラソ
'中

ル I A類 相 当 カルホ
'ス

ルファン B S類 相当

薬剤の特性

いもち病の防除効果 をもつ トリシクラゾール と、イネミズゾウム シ等の初期害虫に防除効果

があるカルボスルフアンの混合剤である。

使用方法 (病害虫防除基準採用分)は 表 1の とお り。

使用上の留意事項

( 7 )従来剤 (ビーム S粒 剤 :トルクラソ
'一

ル4 % , 8 0 ～ 1 0 0 g / 箱)は 、一般的な残効 (防除価8 0以上 )

期間が6 0日程度で,葉 いもちの発生が極端に遅い場合 を除き通常の移植では 7月 中旬まで

は発生抑制効果が期待できた (平成元年参考事項)。 これに対 し,本 剤は箱 当り投下成分

量 (トリンタラツ
'―

ル5 . 5 % , 5 0 8 / 箱 )が 少なく残効性もやや劣る。発生が多い場合は 7月 上旬ま

でしか残効が期待できない場合があり, 特 に周辺圃場に早期発生田 ( 坪状発生含む) 等 の

発生源がある場合や多肥栽培回場では7 月中旬から本田を巡回し, 発 生が認められたなら

ば直ちに茎葉散布による業いもち防除を行う。

( イ)殺虫剤成 分 が入 ってい る分 コス ト高 になるので,初 期害 虫の発 生状況 を充分 考慮 して実施

す る。

(ウ)施用にあた つては 「育苗箱施用上の留意事項」 を厳守す る。
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表 1 .薬 い も ち病 に対 す る ビーム ガゼ ッ ト粒 剤 5 5の使用 法

薬 剤 名 作 物

適 用

病 害 虫

使 用 量 使用時期

本剤及 び トウクラソ

…, レを含む農薬の

総使用 回数

本剤及 び力, レホ
・
ス

ルファンを含む農薬

の総使用 回数

ビームガゼ

ッ ト粒剤5 5

稲 葉 い も ち 50g/箱 移植 前 日

移植 直前

4回 以 内

(但 し、本 田期

3回以 内 )

1 回

ど)初 期害虫に対する防除効果 使ヽ用上の注意はガゼット粒剤に準じる。

( 2 ) イ ミノクタジ ン酢酸塩液剤塗沫処理 に よる麦類種子消毒

対象病害虫 :麦 類 の紅色雪腐病

丁 般 名 :イ ミノクタジン酢酸塩液剤

商 品 名 :ベ フラ ン液剤 2 5

有 効成分 :イ ミノクタジン 2 5 %

人 畜毒性 :劇 物 ( 5 % 以下普通物 )     魚 毒性 : A類 相 当

薬剤の特性

予防効果 ,治 療効果 を有す る接触 型の殺 菌剤で、散布 および塗布剤 と して使用す る。本剤

は病原 菌の胞子発芽,付 着器形成 ,侵 入菌糸の伸長 を抑制す る。

使用方法 (病害卑防除基増採甲分) ' 1 表2のとおり。

使 用上の留意事項

( 7 ) 塗沫処理 : ビ ユ ール袋 に2 ～3 k g の種子 を入れ、所 定量 の薬液 を徐 々に加 え、薬液が種子 に

よ く付 着す るよ うに激 しく振 とうす る。処理後 は数時間風乾す る。

( イ) 本剤で種子消毒 した場合、紅色雪腐 病対象 の根雪 前茎葉 散布 は不要であ る。

( ウ) 雪腐褐色 ・黒色小粒菌核病 には効果 がない。

( 工) 本斉U による種子消毒 は紅色雪腐病の他 、な まぐさ黒穂病 、斑葉病、赤か び病に も有効 と考

え られ るので、その他 の種子消毒 は不要 である。

表 2  麦 類紅 色雪腐病 に対す るベ フラ ン液剤 2 5 の使用 法  ‐              |

薬 剤 名 作 物 名 適 用 病 害 虫名 希 釈 倍 数 使用時期 使用 回数 使用方法

ベ フ ラ ン

液 剤 2 5

麦 類 紅 色 雪腐 病 1 0 倍液

5 けE l  1 / よ8

( 乾燥種子)

播 種 前 3 回以 内

( 散布 は

回以 内)

塗沫 処 理

3  指 導上の留意事項 ‐  各 薬剤毎に示 した。

4  試 験成績の概要    省 略
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